
島根県津和野町





ひとの還流
関係人口減

・子どもたちの学ぶ意欲を高める魅力ある教育には社会活動との連動が有効
・住民や企業との活動を教育活動に融合させることで地域や産業を活性化
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・町内に唯一の津和野高校の存続危機

•人口減少から津和野高校入学者が減少

•町から高校がなくなると、子どもたち学ぶ機会が中学生までに
•高校生が町からいなくなれば、町に回帰する人が減少
•地域の産業や伝統文化の担い手が不足
•人口減少による負のスパイラル化によって町の存続危機に



①教育魅力化コーディネーターを配置
• 島根県立津和野高校存続のため、津和野町が後援会を設置
• 津和野町が高校魅力化コーディネーターを津和野高校に配置
• 地域に開かれ、住民とともに学ぶ、地域に開かれた学校づくり
• 中学校にも教育魅力化コーディネーターを配置

②町営英語塾の設置
• 津和野高校に町営英語塾の設置。対象は高校生と地元中学生
• 生徒の居場所としても活用。授業後の自習にも活用
• 英語を主体に国際理解の場所としても活用
• 津和野高校と連携した海外留学支援



学習支援
課外活動

探究活動
地域住民を巻き込んだ
総合的な探究の時間

ソウゴウガクシュウ

進路支援
進路相談
試験対策

・地域住民が先生となって社会実態に沿った学びの機会
・大人との対話の機会（トークフォークダンスやマイプロジェクト）

・高校敷地内併設の町営塾が生徒の学習支援
・学校と連携した総合型選抜入試対策
・生徒の自習環境整備と中高生の英検対策指導



津和野高校全校生徒数の推移
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津和野高校における高校魅力化の取り組み

県外生徒数の推移
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③生徒数の推移

H25年度（2013年）高校魅力化コーディネーター1名を配置 H26年度（2014年）町営英語塾HAN-KOHを高校敷地内に設置



「

～ 学び続ける・問い続ける・変化し続ける町 ～



所在 島根県の最西端に位置
面積307k㎡ 約９割が山林

人口 6,624人（令和5年11月現在）
高校 県立津和野高等学校 195人
中学校 町立２校 129人
小学校 町立４校 250人
保育園 町立２園、民営５園
公民館 10館
主な産業 農業、観光業
特産品 鮎、わさび、サトイモ、栗、米
アクセス 羽田空港-萩石見空港 １時間30分

萩石見空港-津和野町 45分
中国自動車道六日市IC-津和野町 50分
新幹線新山口駅-津和野町 １時間20分



津 和野町 つ わ の 暮 ら し 推 進 課

TEL：0856-74-0092 FAX：0856-74-0002

〒699-5292
島根県鹿足郡津和野町枕瀬218番地18

Mail：t-kurashi@town.tsuwano.lg.jp

津和野町イメージアップキャラクター
「つわみん」


